
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

月 日 曜 行事 月 日 曜 行事 

９ ６ 金 夏休み校内作品展（13:00～16:00） 11 1 金 音楽会（児童観覧） 

 ７ 土 土曜授業小中連携事業  ２ 土 音楽会（保護者観覧） 

   夏休み校内作品展(9:00～12:00)  ３ 日 折東祭 

９ ９ 月 夏休み校内作品展(9:00～12:00)  ６ 水 連合音楽会 ４年 

10 １ 火 授業参観・懇談会  ７ 木 修学旅行～８日 ６年 

 10 木 陸上記録会 ６年 11 28 木 就学時健康診断 

 17 木 自然教室～18日 ５年 12 18 水 個人懇談会 ～19日 

10 28 月 学校開放週間 ～11/2  24 金 ２学期終業式 

平成２５年９月２日（月） 第１６号（５８）      学校だより 

元気の花 なかよしの花 やる気の花 安全の花 

北九州市立折尾東小学校 

〒 807-0824 

八幡西区光明１－２－１ 

℡ 602-2621  奥田 淳一 

 

思いやりのあるうつくしいしぐさ 

子ども達の生活を見ていて、うつくしいしぐさだと感じることがあります。ちょ

っとしたことですが、その行為の後ろには、人を思いやる心が感じられる時です。 

〇 人のよさを素直に認める子「○○君って、こんないいところがあるんだよ。」（人 

 のよさを見つけられるあなたもとてもいい心をもっているのですよ。) 

○  学校やコンビニの出入口、エレベーターなどでちょっとゆずってあげる子、そ 

して会釈をする子（われ先に行かず、人のことを考えている行動はすてきです。） 

〇 お礼を２回言う子（人に何かしてもらったら、すぐに「ありがとう」をいう子、

そしてしばらくして、帰りの会や次の日あったときに「あの時はありがとう」と

いう子（ずっとそんな気持ちでいたのですね。）（７月８日スマイルタイムの話より） 

２学期の主な行事９

第２学期のスタートです。楽しい学期にしましょう 

９月２日、第２学期の始業式を迎えました。久しぶりに学校に元気な声が戻って

きました。１学期は慣れる学期、２学期は伸びる学期です。一人一人にとって充実

した成長できる学期になることを願っています。 

始業式に子どもたちに次のようなお話をしました。 

 

 今年の夏、校長先生が心に残ったことを一つ話しますね。 

 校長先生は、お休みの日の朝、用事がないときは、ラジオをよく聞きます。ラジ

オで、音楽を聴きながら、ゆっくりした気分で、新聞や本を読んだりする時間は楽

しい時間です。夏休みに聞いた歌で、「とてもいい歌だな」という歌がありました。

こんな歌詞の歌です。「楽しいこと、いっぱいやったね。またいつかね。楽しいとこ、

いっぱいいったね。またいつかね。夏の日ざしの中、はしゃいで笑う声、笑顔と水

しぶき、輝いていた。楽しいこと、いっぱいやろうね。またいっしょに。季節がま

た巡り、桜の花が咲き、あの優しい笑顔に会いに行くよ。楽しいこといっぱいやろ

うね。またいっしょに。きっとまた楽しいこと。」 

 みなさん、夏休みに楽しいことはありましたか。小学生のころの夏休みというもの

はとてもいいものですね。校長先生も小学校の夏休みの時に、市民プールに行って

友達と遊んだり帰りがけにアイスクリームを食べたりしてとても楽しかったことを

今でもよく覚えています。 

 さて、夏休みも終わって、今日から２学期が始まりました。まずは、みなさん、

体の調子を整えて、学校生活のリズムに慣れていきましょうね。 

 そして、校長先生は、みなさんの２学期が、先ほどの歌のように、「楽しいこと」

がいっぱいの２学期になってほしいと願っています。 

 前にもお話したことがありますが、「楽しさ」にもいろいろあります。テレビゲー

ムをしている時は楽しいでしょう。でも、校長先生が皆さんに感じてほしい楽しさ

はその楽しさとはちがう楽しさなのです。 

① 自分自身が成長できる楽しさ 

お勉強や運動でも、できないことができるようになることはとてもうれしいこと

でしょう。自分自身が成長できるという楽しさを味わってください。 

 二つ目は、動物にどのように接していったらよいかということです。みなさんは、

「自分がされて嫌なことを人にしてはいけません。」ということを聞いたことがあり

ませんか。動物も同じだそうです。では、どんなことをしてあげたらいいのでしょ

う。皆さんはどう思いますか。神田先生はこうおっしゃいました。「自分がされて、

うれしいことを動物にも、人にもしてあげてください。」 

自分がされてうれしいことってどんなことでしょう。のどが渇いたときに、一杯の

水を差しだしてくれること、転んだ時に大丈夫と声をかけてくれたり、手当てをし

てくれたりすること、うれしいときに一緒に喜んでくれること、困ったときに助け

てくれること、それは、動物も、人も笑顔になれることなのですね。 

今、日本で大きな問題になっていることに、「いじめ」の問題があります。「いじ

めの問題でも大切なことは、「人が嫌がっていることをしない」「自分がされていや

なことをしない」「自分がされてうれしいことをする」ということが大切ではないか

と思います。お友達関係で困っていることがあったら、まず、自分や自分たちで解

決できないかやってみてください。「○○しないでね」「ごめんね」そんな一言で解

決できることもたくさんあると思います。そして、自分たちで解決することが難し

いと思ったら、あきらめたり我慢したりしないで、お友達、おうちの人、先生など

に遠慮しないで相談してください。あなたが笑顔になれるように、みんなで考えて

いきたいと思います。 

 これから始まる２学期が皆さんにとって良いものになることを願っています。 

 皆さんも周りの人も笑顔になれるようにがんばってくださいね。 

①  仲間とつくりあげる楽しさ 

自分一人でできることには限りがあります。友達や仲間と力を合わせたり、困

っている時は助け合ったり、うまくいったときは喜び合ったりする、そんな楽し

さをたくさん味わってほしいです。 

②  乗り越える楽しさ 

① や②の楽しさが簡単に味わえるとよいのですが、うまくいかないこともあ 

りますね。お勉強がわからなくなったり、体育でうまくできなかったり、友達と

けんかをすることもあります。そんな時は楽しくないでしょう。でも、自分自身

ががんばったり、人に相談したり、話し合ったり、相手の対場に立って考えたり

して、乗り越えてほしいのです。苦しくても乗り越えることができた時には、何

倍も何十倍も楽しさを感じることができるのです。 

２学期をどんな学期にするのかはみなさんの考え方や行動にかかっています。

みなさん、どうぞ、この３つの楽しさを味わえるような２学期にしてくださいね。 

 


